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○ 当地域は京都から大阪の中間地点に位置し、地域との交流促進を目的としたイベントや景観形成、小学
校と連携した農業体験、大阪府内の他の活動組織との交流等により、様々なつながりを構築。 

○ 「農地・水」の制度が始まるまでは、地域機能増進事業をきっかけに、幹線水路の空き地を利用したポ
ケットパークや緑道を整備する環境保全の活動に取り組んでいた。 

○ 地域機能増進事業が終了した時点で農地・水の取組が始まり、これまで取り組んできた景観の取
組も継続することができ、地域の繋がりの醸成をさらに深めることができた。 

三箇牧地区農空間保全協議会（大阪府高槻市） 

地域の活動内容 活動の広がり 活動での効果 

【地区概要】 
・取組面積  98.7ha   
  （田 97.4ha、畑 1.3ha） 
・資源量 
   開水路 34.5km、農道 14km 
・主な構成員 
    農業者、自治会、老人会、子供会、 
     小学校、高槻レンゲ振興会 等 
・交付金  約３百万円（H26） 
        

緑化フェスタ 

 路肩・法面の草刈り 

○地域の交流の場として、レンゲの里やコス
モス栽培の場を一般開放することで、自然
のふれあいを求めて訪れる人に好評。 

○ホームページにより地域の紹介を行って
いる。 

○環境保全活動として、春に「チューリップ
フェスタ」、秋には「緑化フェスタ」を毎年開
催している。 

○大阪府の組織と交流の場を設けるこ
とで情報発信、情報の入手。 

○小学校へ農業体験の場を提供するこ
とで、小学校からもイベントの際はフォ
ローがあり、更なる展開をのぞむ。 

○地域の景観に関する意識が上がったこと
で地域ではゴミが出なくなった。 

○色々な取組において小学校と連携するこ
とで、子どもが参加する機会が増え、子ど
も達も元気になった。 

○今後は、子ども達が将来農家になってみ
たいと思える環境、取組を行っていきたい。 

農地・水の他地
区と積極的に交
流し情報交換 

小学校との連携
により農業体験
等を開催 

レンゲ祭 

 チューリップの植栽  地域を彩る花植え 

レンゲウォーク 

花一杯運動 菜の花観察 

さんがまき 

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同） 

     イベントや景観形成による地域のつながりの構築 １０－６ 



○ 本地域は、太田川左岸沿いに開けた水田の広がる農村地域である。大区画ほ場整備を平成１２年に終
え、農地や用排水路、農道の維持管理は、農家、水利組合を中心に行っているが、年々地域の高齢化が
進んでいる。  

○ 本地域では、農地・水・環境保全向上対策を契機に、農業者、非農業者を問わず、みんなで地域を美しく
保全したい、活動に気軽に参加したいという気持ちに応えるもの、農業者以外の住民に広く参加を呼びか
けやすくするものがないか等、話し合った結果、「商品券」の導入に至った。 

○ 商品券の導入は、口コミ等により多くの地域住民が知ることとなり、花壇づくりや空き缶・ゴミ拾いなど、
楽しく活動を行うことで地域の環境向上活動への参加の促進が図られ、更には、参加者同士の交流が広
がり、農業者と地域住民との距離を縮めるとともに、地域商店等の活性化にも寄与している。 

  くさ    た 

草田地域を守る会（鹿児島県日置市） 

【地区概要】 
 
・取組面積 29.8 ha 
  （田 29.8 ha） 
 

・資源量 
   開水路 7.9 km、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ 6.9 km、 
   農道 7.3 km、ため池 2カ所 
 

・主な構成員 
   農業者、ｱｸﾞﾘｻﾎﾟｰﾄ吹上 
   水利組合、自治会、土地改良区 等 
 

・交付金 約３百万円（H26） 
 
  

地域住民が一体となって地域を守る取組 

 
○年々進む地域の高齢化等に伴う 
  地域の課題 
   【主要な課題】 
  ・地域の高齢化 
      日置市の高齢者率 
          （65歳以上）の推移   
      平成２０年（２９％） (国勢調査） 
       平成２６年（３０％）  (市統計係） 
    ・農業後継者がいない 
 
 
 
 
 
 

地域が抱える課題 

○にこにこサロン 
   地域のお年寄りを中心に   
   ｺｽﾓｽを見ながらのお茶会 
○七夕つくり 
      親子会やにこにこサロンが  
   協力し合ってみんなで七夕 
   飾りつくり 
 
 【みんなで楽しみ、楽しみながら地域づくり】 

 
 
 
 
○商品券の導入 
    地元３店舗で使用できる「250円商品券」 
    を発行  【農村環境向上活動等へ参加】 
                                     ・花壇作りや手入れ  
                                     ・空き缶やゴミ拾い 
                                     ・施設点検 他  
  
           ・２時間の活動の場合：１枚発行          
    ・半日の活動の場合  ：２枚発行           
 
 
 

創意工夫を活かした 
独自の取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の話し合い活動  
○実践活動      
 ・施設周辺草刈り、水路泥上げ、農道補修 他 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 

農地・水・環境保全向上 
対策の取組 

 ・施設点検や異常気象後の見回り  
 ・景観保全活動 
     地域ぐるみで花壇づくり、 
     ｺｽﾓｽの植栽等を実施       
    
 【地域でみんなで楽しく植栽】 

写真 

   活動参加の促進効果 
 Ｈ19活動：271枚発行(非農業者336名) 
     ↓    207枚増 （52名増） 
 H20活動：478枚発行（非農業者388名） 
 H25活動：413枚発行（非農業者348名） 
 
 参加者の拡大が図られた 
     

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同、長寿命化） 

    地域商品券の活用で、みんなで楽しみながら環境づくり １０－７ 



○ 当地域は榛名山と吾妻川の間、前橋市の北西に位置した田園地帯で、北西部にある吾妻渓谷に代表さ
れる景勝地への副道として車両通行があり、農地における道路沿いではゴミの不法投棄、ゴミの投げ捨て
による環境悪化が問題となっていた。 

○ 平成20年度から農地・水保全活動組織の岡崎地区保全協議会が発足。１構成員として女性の活動組織
「じろべえ会」も取り組みに参画。 

○ 活動組織の構成員で女性の組織は、取組のＰＲ活動、地域との交流会を主体となって取り組んでおり、
地域振興の一助となっている。 

岡崎地区保全協議会（群馬県東吾妻町） 

女性の役割 活動の広がり 活動の効果 

【地区概要】 
・取組面積  90.0ha   
  （田 37.9ha、畑 52.1ha） 
・資源量 
   開水路 7.6km、パイプライン 20.1km、 
   農道 20.2km、ため池6カ所 
・主な構成員 
   農業者、自治会、女性会、 
      小中PTA等 
・交付金 約６百万円（H26） 
 

女性部の結束は強く会
員も増え続けている 

代官屋敷跡周辺 清掃活動 

○女性だけで構成する「じろべえ会」は
地域の新田開発に尽力のあった代
官の遺徳をしのび、その屋敷跡周辺
の清掃活動等を30年以上継続して
いる組織。 

○農地・水の活動組織の設立にあたっ
て、「じろべえ会」との活動目的が一
致したことで、組織の１構成員となり、
活動組織等が行うＰＲ活動等では主
体となって活動を進めている。 

○祭礼等のイベントの際は活動組織のPR
として「じろべえ会」が主体となって餅つ
き大会を開催。 

○地域の活気を増進して、地域の活性化
にも貢献。 

○地域のイベントの際は、女性が主体で実
施していることもあり、非農家も含む地域
住民が気軽に参加しやすい環境が形成さ
れている。 

○「じろべえ会」では毎年1回は会員で旅行

に行くなど、つながりを深めることも行って
おり、現在でも会員は増え続けている。活
動組織の活気にも繋がっている。 

花の植栽活動 農地・水回りの 
環境美化活動 イベントでは、女性が主体と

なって取り組んでいる 

地域の祭礼での 
  餅つき大会 

農業用パイプラインを 
利用しての消防訓練 
  （餅つき大会時） 

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同、長寿命化） 

     女性グループを中心とした活動で活性化 １０－８ 



○ 本地域は、大型郊外店の進出等急速に都市化が発展しており、非農家の割合が９割を超える都市近郊
の農業地域。県営経営体育成基盤整備事業（H16～H21年度）を契機に維持管理体制の再構築を含めた
組織づくりを図り、集落営農を核とした地域農業の継続的な発展を地域一体となって目指している。 

○ 地域企業トヨタ車体の環境社会貢献事業と連携。地域内でケナフの植栽・管理・収穫作業によりケナフ紙
を幼稚園、小学校へ還元（企業より寄贈） 

○ 地域企業デンソーと共催で清掃活動を実施。（デンソーハートフルデー、DECOウォーク刈谷） 

○ 平成１９年度からクリーン大作戦を展開しており、地域の約２２の各ボランティア団体、企業が参加。アン
ケートとクイズも実施。 

東境地域資源保全隊（愛知県刈谷市） 

土地改良管理区が中心となっ
て維持管理体制の構築 

ケナフ栽培で地球に     
やさしい「まちづくり」 

クリーン大作戦に 
約２２団体４５０名が参加 

【地区概要】 
 

・取組面積 63.0 ha 
（田 63.0 ha） 
 

・資源量 
 開水路 13.0 km、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ 13.3 km 
 農道 11.2 km、ため池 6カ所 
 

・主な構成員 
 農業者、自治会、同志会、 
 土地改良東境管理区 
 

・交付金 約６百万円（H26） 
 

トヨタ車体と連携したケナフ栽培に
よる環境保全活動への取組 

ケナフの植栽状況 ケナフの収穫状況 

ケナフ栽培啓発看板 ケナフ紙寄贈 

アンケート調査 団体参加状況 

中学生分別作業 クリーン作業状況 

年間活動計画作成 

水路の泥上げ ため池周辺の草刈り 

アンケートでは、約６割の方が参加経験
あり、約８割の方が次回も参加したいと回
答（回収３５９名）。 

ケナフ画用紙
にお絵かきを
する幼稚園児 

ひがしざかい 

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同、長寿命化） 

     環境保全活動を通じて地域企業と交流 １０－９ 



○ 当地域では40年ほど前から混住化が進み、それまでの純農村地帯から現在は約750戸の85％が非農家
となり、人と人との繋がりが希薄、伝統行事の衰退化が進んでいた。 

○ 問題を解決する一助となればと、農地・水の事業紹介を受け、農業者7名が発起となり、「人と人のつなが
りをどう構築していくか」を大きなテーマとして農業者と非農業者が一体となった地域づくりをスタートした。 

○ 農業者と非農業者、都市住民と「人と人のつながり」を構築し「地域の協働力」を一歩一歩着実に高める
活動として以下の取組を実施している。 

三区町環境保全隊（栃木県那須塩原市） 

取組の目的 活動の広がり 新たな展開 

【地区概要】 
・取組面積  159.1ha   
  （田 149.4ha、畑 9.7ha） 
・資源量 
    開水路 18.3km、農道30.0km 
・主な構成員 
     農業者、自治会、老人会、消防団、 
   農協女性会、子供会育成会、NPO等 
・交付金 約９百万円（H26） 
  

地域住民等へのｱﾝｹｰﾄ 

 生き物調査 

○「人と人とのつながり」を構築し、「地
域の協働力」を一歩一歩高める活動
として、農業者と非農業者のバラン
スのとれた取組を推進。 

  取組の例  
   ・生き物調査   ・田園ウォーク 
   ・地域イベントに協賛しての広報活動 
   ・環境等の啓発活動 
   ・景観形成のための植栽 
   ・子供会育成会との連携（見学会等） 
   ※活動に当たっては非農家や都市住民との 
     交流を図っている 

○ 農地・水の取組をきっかけにＮＰＯ法人三
区町地域資源・環境保全会を設立し、活動
組織では取り組めなかった歴史的施設の保
全や地域の環境保全の取り組みを開始。 

 

○ 三区町環境保全隊やＮＰＯ法人三区町地
域資源・環境保全会ではＨＰを作成し広くア
ピールを始めた。 

○地域の農業・農村を誰が担っていくのか協議
する30代～40代の若者の「三区ど～すっ会」
を中心に将来に向けて話合いを進めている。 

 

○取組に重要な役割を果たしている、女性の感
性を活かす「三区町女性の集い」を立ち上げ
様々な活動に取り組んでいる。 

 

○取組の成果として、各種コンクールにエント
リーし受賞。これが自信に繋がる。 

ＮＰＯと保全隊の取
組状況 
（歴史公園の清掃活
動） 

活動をホームペー
ジで広くアピール 

啓発看板の設置 

 花植えによる景観形成  田園ウォーク 

「三区女性の集い」 
全国環境保全型農業 

コンクール大賞(大臣賞) 

「三区ど～すっ会」 

さんくちょう 

 農地維持支払 
 資源向上支払（共同、長寿命化） 

     人と人のつながりによる多様な取組の展開 １０－１０ 



○ 当地域は昭和３０年代からほ場整備が実施されてきたが、整備後５０年以上が経過し、施設が老朽化。
また、高齢化により年々施設の保全管理が困難になってきている状況。

○ 地域で話し合い、平成１９年度から農地・水・保全管理支払に取り組むこととしたが、活動組織内に事務
処理を担うことができる人材がいなかったため、土地改良区と調整を図り、土地改良区が事務処理を請け
負うことで合意。

○ 事務処理を委託したことで、活動組織は共同活動に専念することが可能。また、土地改良区管内を一つ
の広域組織にまとめる際も、土地改良区による各種の調整により円滑な広域化を実施。

湯沢中央地域広域協定活動組織（秋田県湯沢市）

広域化組織への
円滑な移行

土地改良区への事務処理委託による事務負担の軽減 【地区概要】
・取組面積 1,167.0 ha

（田 1,147.6 ha、畑 19.4 ha）
・資源量 開水路 451.3 km

農道 78.0 km、ため池 3箇所
・主な構成員

農業者、自治会、子供会
土地改良区 等

・交付金 約 56百万円（H26）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

土地改良区へ事務処理を委託

・活動組織内に事務処理を担うことができる人材がいなかったため、地域の状況に詳しく事務処理にも慣れ
ている土地改良区と調整。その結果、土地改良区が活動組織に参画すると共に、事務処理を土地改良区
に委託することで合意。

・土地改良区においては、定款を変更し、事務処理の受託を定款に位置付け。また、担当職員を配置。

○平成１９年度の立上げ時は集落ごとの活動組織
であったが、平成２４年度から広域化を進めて４つ
の広域組織に集約し、平成２６年度には土地改良
区管内を１つの広域組織に統合。

各集落での活動

土地改良区管内で
１つの広域組織

平成19年

平成24年

平成26年

４つの広域組織

○活動組織の立上げ時より土地改良区が事務受
託をしていたことから、広域化にかかる事務処理
や組織間の連絡調整も土地改良区が担当し、
1,167haの広域化を円滑に実施することが可能と
なった。

○土地改良区への委託内容 ○活動組織で対応すること

・各活動の準備（活動に必要な資材の発注・
管理、活動スケジュールの周知等）

・役員会への出席、役員への連絡

・日当の支払い準備

・役場との調整、問い合わせ 等

・活動計画の作成補助（活動内容についての
助言、内容のとりまとめ等）、予算案の作成

・活動記録、金銭出納簿のとりまとめ、管理

・活動にあたっての注意事項（活動内容、活
動要件等）の周知 ・各活動の終了時に、作業日報により活

動の人数、内容を報告

・資材の購入時の領収書等の提出

・役員から構成員への連絡

・活動に必要な資材の連絡

・日当の支払い

・次年度活動計画案の作成 等

○事務処理を委託することで、活動組織は地域の
共同活動に専念することが可能となった。

○事務処理委託の経緯

１１―１



○ 当地区は、高齢化などにより地域資源の保全管理が年々困難になってきたことから、集落で話し合い、
平成19年度から農地・水・環境保全向上対策に取り組むこととしたが、活動組織内に事務処理を担うこと
ができる人材がいなかったため、事務作業面に精通しているＪＡに事務処理を委託することで合意。

○ 事務処理の大半をＪＡが行うことで活動組織は活動に専念することができ、環境保全の取り組みでも成果
を上げるなど、活動の幅が広がっている。地区内でも活動に対する関心が高まり、活動の協力体制が構築
され、地域コミュニティの形成にも役立っている。

徳下地区環境を守る会（青森県藤崎町）

活動組織における
取組の展開

ＪＡへの事務処理委託による事務負担の軽減 【地区概要】
・取組面積 58.2ha

（田 55.0ha、畑 3.2ha）
・資源量

開水路 9.6km、農道 4.5km
・主な構成員

農業者、非農業者、消防団、
子ども会、老人クラブ、ＪＡ等

・交付金 約２百万円（H26）

旧共同活動支援交付金
（H26は経過措置適用）

ＪＡへ事務処理を委託

・共同活動に取り組むにあたり、活動組織内に事務処理を担うことができる人材
がいないことがネックとなっていたが、共同活動と並行して営農活動のクリーン
ライスに取り組むこととなっていたため、営農面と事務作業面の双方に精通し
ているＪＡに事務処理を委託することで合意。

○ＪＡへの委託内容 ○活動組織で対応すること

・役員会、総会等への出席

・役場との調整、問い合わせ 等

・活動計画の作成補助（活動内容についての
助言、内容のとりまとめ等）

・活動記録、金銭出納簿、領収書等の
とりまとめ、管理

・総会資料、実施状況報告に必要な基礎資
料等の作成

・各活動の終了時に、活動の人数、内容
を報告

・資材の購入時の領収書等の提出

・役員から構成員へ活動内容の通知

・金銭出納簿の記録

・活動に必要な資材等の発注・管理

・日当の支払い 等

○事務処理委託の経緯

・事務処理の大半をＪＡが行うことで、活動組織は
活動に専念することが可能となった。

・当地区は、県内でも先駆的に水路内に魚巣ブ
ロック等の環境配慮施設が設置され、平成20年

度には、生物多様性保全手法確立調査地域に
選定されたことから、これを契機に、活動組織に
おいても生きもの調査や魚道の設置など環境
保全の活動に積極的に取り組み、成果を上げ
ている。

・ＪＡにおいては、事務処理を受託するにあたり、当初２名の専任職員を配置。
（H20.7月のＪＡ合併後は、専任制から分担制に切り替え）
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○ 当地域では、ほ場整備後の水路等の保全管理を担っていた土地改良区の解散、農業者の高齢化や兼
業化の進行に伴う地域における共同作業の減少等により、地域資源の保全管理が難しくなりつつあった。

○ 農地・水保全管理支払に取り組むことについて、地域では意欲的であったが、金銭管理等の事務処理に
対して大きな不安があったため、専任の事務員を１名確保。

○ 事務員が各種事務処理を担うことで、活動組織が共同活動に専念できるようになったほか、活動の記録
等の書類作成の不備への不安も無くなり、安心して共同活動に取り組める体制となった。

日高村水と環境を守る会（高知県日高村）

事務員確保による
事務処理の負担低減

共同活動の
安定的な実施

事務員の確保による事務負担の軽減 【地区概要】
・取組面積 127ha

（田 126ha、畑 1ha）
・資源量 開水路 36.2km、農道 1.4km

パイプライン 0.2km
・主な構成員

農業者、自治会、消防団、
用排水組合 等

・交付金 約12百万円（H26）

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

○事務局に事務員がいることで活動に関する
問い合わせがしやすくなり、活動記録等の書
類作成の不備への不安も無いため、安心し
て共同活動に取り組める体制となった。

○事務処理の負担軽減により、共同活動に
専念できるようになった。

・各活動の準備（活動計画のとりまとめ、必要
資材等の手配、外部発注時の入札準備）

・活動状況の確認・記録、金銭出納簿の整理

・役員への連絡、日程調整等 農道の草刈

コスモスの種まき（景観形成）

水路の泥上げ

○事務員確保までの経緯
・農地・水保全管理支払に取り組むにあたり、事務処理に対して不安の声が多かった。

・当初は事務処理の委託も検討したが、活動の報告・記録、日当の支払い等がよりスムーズに行
えるよう、専任の事務員を確保することとした。

・事務処理が担える人材がいないか役場に相談したところ、役場の臨時職員経験者を紹介され
たため、事務処理を引き受けてもらえるよう組織の役員が交渉し、了解を得た。

○事務員の業務 （週３～４日勤務） ○活動組織で対応すること

・作業日報等の整理、とりまとめ

・役員会・総代会等の準備

・役場との調整、問い合わせ

・日当の支払

・各地区での点検活動

・各地区での活動計画の作成、報告

・活動に必要な資材の連絡

・各活動の終了時に日報により活動の人数、
内容を報告

・資材購入時の領収書の提出

・役員から構成員への連絡

・外部発注時の現場説明、入札、完了検査

等
等
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